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さながら異業種交流会のおもむき。さまざまな職種の人たちが
懇親しました

２月28日、林業女子会＠東京によるワークショップ「林業から、
50年後の日本を考える〝林業女子と目指せ山林ベンチャー〟」が
開催されました。会場のプラーズ入谷（台東区）は、職種もさ
まざまな人々 70名余りで埋まり、林業女子会の活動への支援の
輪をさらに一回り育てる集いとなりました。林業女子会は、林
業に関わる職種の女性や、林業を応援したいと考える女性たち
の集まり。各地で結成され、幅広い活動が繰り広げられています。
その一つ、林業女子会＠東京は、「次世代に豊かな緑と暮らしを
つなぐ」を活動理念に、木材利用や森林活用、林業振興に向けて、
メンバー各自の「好き」「楽しい」思いを共有するスタイルの企
画を実行しています。
第１部「林業をかじる」は平井一樹さんをプレゼンターに、

日本林業の現状について川上から川下までを俯瞰する視点で、
林業空洞化、山林の荒廃、水産への影響などその実態が語られ
ました。林業の全体像や問題点はそれぞれ職種の関わりに縛ら

れて語りにくい側面もあります。その難問を見事にクリアした
レポート。これを一つのネガティブシナリオとすると、第２部
「山林ベンチャー事例紹介」の杉山沙織さんの報告は、各地各社
の積極的な取り組みを紹介するポジティブシナリオ。これから
拓かれるべき林業の未来像を描くレポート。特別講演は北都留
森林組合の波多野晃組合長から「小菅村×若者で、できること」。
森を中心に持続可能な流域型循環社会を目指す取り組みの報告。
職員として働く二人の若者が紹介され、二人から熱意と希望が
語られ、会場からは熱い期待と激励の拍手。第３部は、女子会
お手製のシカ肉フレークを頬張りながらの交流会。日本の森の
将来を50年スパンで語る貴重なイベントとなりました。
林業女子会＠東京の取り組みを知りたい方は以下にアクセス!!

［ブログ］http://naedocodoco.blogspot.jp/
［フェイスブック］https://www.facebook.com/naedoco0coro

林業から、50年後の日本を考える
〝林業女子と目指せ山林ベンチャー〟
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「
森
林
飽
和
│
国
土
の
変
貌
を
考
え
る
│
」著
者
／
太
田
猛
彦
教
授
に
聞
く

森
と
木
と
人
間
の
関
係
史
に
つ
い
て
の
一
考

人
間
と
森
林
の
関
係
史
に
、

今
こ
そ
新
た
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
を

第
２
回 

中
世
か
ら
近
代
ま
で
、森
を
使
い
尽
く
し
た
日
本

◉ 

特
報　

動
き
始
め
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
利
用　

新
し
い
木
質
構
造
材　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
が
拓
く
未
来
図

日
本
Ｃ
Ｌ
Ｔ
協
会
主
催 「
第
３
回 

Ｃ
Ｌ
Ｔ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」か
ら
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新
木
場
…
春
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

林
業
女
子
会
＠
東
京　

林
業
の
未
来
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

林
業
か
ら
、50
年
後
の
日
本
を
考
え
る〝
林
業
女
子
と
目
指
せ
山
林
ベ
ン
チ
ャ
ー
〞

第１部「林業をかじる」
をプレゼンする平井一
樹さん。自称、林業女
子会の「男子部」です 北都留森林組合の

波多野晃組合長

第２部「山林ベンチャー
の事例」を紹介する杉山
沙織さん。林業女子会＠東
京の中心メンバーです
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先
史
時
代
―
森
林
劣
化
、
里
山
化
の
始
ま
り　

日
本
人
は
縄
文
時
代
以
前
は
森
の
中
で
暮
ら
し
て
い
ま

し
た
。
森
林
の
利
用
は
た
と
え
そ
れ
が
ど
ん
な
に
小
規
模

な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
森
の
様
相
を
変
え
て
ゆ
き
ま
す
。

人
が
定
住
し
、
集
落
を
形
成
す
る
と
、
周
囲
の
暗
い
原
生

林
は
明
る
い
森
に
変
わ
り
始
め
ま
す
。
青
森
県
三
内
丸
山

遺
跡
は
縄
文
時
代
中
期
の
終
わ
り
ご
ろ
、
５
５
０
０
年
前

か
ら
１
５
０
０
年
間
続
い
た
と
い
わ
れ
る
集
落
の
遺
跡
で

す
。
こ
こ
で
は
燃
料
の
他
、
住
居
や
道
具
の
材
料
と
し
て

木
材
が
利
用
さ
れ
、ヒ
ョ
ウ
タ
ン
、豆
類
、ゴ
ボ
ウ
、ア
サ
、

エ
ゴ
マ
、
ア
カ
ザ
、
ヒ
エ
な
ど
の
農
作
物
や
ク
リ
、
ウ
ル

シ
の
栽
培
、
山
菜
の
採
取
や
小
規
模
な
開
墾
、
野
焼
き
も

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
里

山
化
の
始
ま
り
で
あ
り
、
森
林
の
衰
え
の
始
ま
り
で
も
あ

り
ま
し
た
。

弥
生
時
代
早
期
に
は
水
田
稲
作
農
法
が
伝
来
し
ま
す
。

最
初
の
水
田
は
、
水
が
得
や
す
く
、
少
人
数
で
も
管
理
し

や
す
い
谷
地
に
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
頃
に
は
畑
地
の
拡

大
や
里
山
の
利
用
も
進
み
、
一
部
で
里
山
の
草
地
化
も
始

ま
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

稲
作
農
業
の
定
着
と
古
代
国
家
の
成
立　

　

―
里
山
の
拡
大　

稲
作
に
よ
る
生
産
力
の
高
ま
り
は
、
人
口
の
増
加
、
集

落
の
形
成
を
促
し
、
富
の
余
剰
を
生
み
、
や
が
て
力
を
も

っ
た
豪
族
が
台
頭
し
て
き
ま
す
。
奈
良
盆
地
で
は
古
墳
時

代
前
期
に
は
、集
落
を
統
合
し
た
政
治
権
力
が
現
れ
ま
す
。

こ
の
頃
に
は
、
そ
の
組
織
力
に
よ
っ
て
小
河
川
の
沖
積
平

野
ま
で
開
発
が
進
み
、
木
造
建
築
物
も
増
え
、
里
山
へ
の

利
用
の
度
合
い
も
高
ま
っ
て
き
ま
す
。
こ
う
し
て
、
五
世

紀
に
は
、
筑つ

く
し紫
、
出い
ず
も雲
、
吉き

び備
、
畿き
な
い内
地
方
な
ど
で
水
田

開
発
や
、
平
地
で
の
「
野
」
の
拡
大
、
里
山
の
森
林
の
衰

え
、
柴
山
化
、
草
山
化
も
徐
々
に
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

古
代
国
家
が
成
立
し
て
以
降
、
記
紀
や
万
葉
、
風
土
記

な
ど
の
記
録
か
ら
、
当
時
の
自
然
環
境
を
知
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
古
代
国
家
の
基
礎
は
稲
作
で
、

水
田
稲
作
村
落
は
基
本
的
生
産
組
織
と
し
て
日
本
に
定
着

し
、
た
め
池
の
築
造
な
ど
の
水
田
開
発
も
進
み
、
人
口
は

増
加
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、政
治
の
中
心
地
域
で
は
、

生
活
用
林
と
し
て
の
里
山
の
拡
大
も
進
み
ま
す
。
寺
院
な

ど
の
巨
大
建
造
物
、
宮
廷
や
豪
族
の
屋
敷
が
連
な
る
古
代

都
市
の
建
設
は
大
規
模
な
用
材
需
要
を
生
み
、
こ
れ
が
建

築
用
木
材
の
大
量
伐
採
と
い
う
森
林
資
源
の
本
格
的
利
用

に
道
を
ひ
ら
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

記
紀
や
万
葉
な
ど
の
記
述
を
詳
細
に
調
べ
た
有
岡
利
幸

（
２
０
０
４
）
※1
に
よ
る
と
、
雄ゆ
う
り
ゃ
く略
天
皇
が
４
６
０
年
ご

ろ
葛か

つ
ら
ぎ城
山
に
行
幸
し
た
と
き
、
周
囲
の
山
は
す
で
に
樹
木

の
な
い
状
態
で
（『
古
事
記
』
下
巻
雄
略
天
皇
記
）、
麓
に

は
古
代
の
村
と
水
田
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

万
葉
集
巻
一
に
は
、「
藤
原
宮
の
役
民
の
作
れ
る
歌
」
と

す
る
長
歌
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
近
江
の
田た

な
か
み上
山
か
ら
ヒ

ノ
キ
の
真
木
を
裂
い
た
荒
材
を
筏
に
組
み
、
宇
治
川
か
ら

木
津
川
（
泉
川
）
を
遡
っ
て
運
ば
れ
る
情
景
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
六
世
紀
を
過
ぎ
た
こ
の
頃
、
す
で
に
大
和
国
で

は
周
辺
に
巨
大
建
造
用
の
大
径
木
は
な
く
、
近
隣
諸
国
か

ら
調
達
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
ま
す
。

飛あ
す
か
き
よ
み
が
は
ら
の
み
や

鳥
浄
御
原
宮
や
藤
原
京
な
ど
何
代
に
も
わ
た
っ
て
都

が
置
か
れ
て
い
た
奈
良
盆
地
南
部
の
飛
鳥
の
地
は
、
早
く

か
ら
宮
殿
、寺
院
、豪
族
の
屋
敷
な
ど
の
建
築
用
材
、燃
料
、

刈か
り
し
き敷
（
山
野
の
草
、
樹
木
の
茎
葉
を
緑
の
ま
ま
、
水
田
や

畑
に
敷
き
込
む
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
材
料
。）
な
ど
が
飛

鳥
川
流
域
全
体
か
ら
採
取
さ
れ
て
い
た
せ
い
で
、
水
源
に

あ
た
る
南み

な
ぶ
ち
や
ま

淵
山
や
細
川
山
の
一
帯
は
は
げ
山
化
し
、
飛
鳥

川
は
た
び
た
び
氾
濫
す
る
暴
れ
川
で
し
た
。
天
武
天
皇
は

６
７
６
年
（
天
武
５
年
）
に
「
南
淵
山
、
細
川
山
は
草
木

を
切
る
こ
と
を
禁
じ
、
畿
内
の
禁
制
と
な
っ
て
い
る
山
野

で
も
切
っ
た
り
焼
い
た
り
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
山
一

帯
の
禁
伐
や
近
隣
諸
国
の
草
木
の
保
護
を
命
じ
て
い
ま
す

（『
日
本
書
記
』
巻
二
九
）。
森
林
荒
廃
は
す
で
に
飛
鳥
時

代
に
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
実
で
す
。
ま
た
す
で

に
こ
の
頃
、『
播は

り
ま
の
く
に
ふ
ど
き

磨
国
風
土
記
』に
は
水
田
に
落
葉
や
若
葉
、

若
芽
な
ど
を
敷
き
込
む
刈
敷
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示

す
記
述
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

荘
園
の
変
遷
、
里
山
へ
の
利
用
圧
の
高
ま
り
、　

　

森
の
後
退　

飛
鳥
時
代
か
ら
平
安
時
代
初
期
ま
で
、
す
な
わ
ち
七
世

紀
初
頭
か
ら
九
世
紀
中
葉
ま
で
都
の
造
営
や
寺
院
の
建
立

が
続
き
、
大
量
の
建
築
用
材
が
消
費
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

に
お
け
る
大
径
木
の
伐
採
圏
の
変
遷
を
推
定
し
た
コ
ン

ラ
ッ
ド
・
タ
ッ
ト
マ
ン
（
１
９
９
８
年
）※2
は
こ
の
時
期

の
天
然
林
の
伐
採
を
「
古
代
の
略
奪
」
と
称
し
、
西
暦

八
〇
〇
年
代
ま
で
に
近
畿
地
方
中
央
部
の
大
径
木
は
ほ
と

ん
ど
伐
採
し
尽
く
さ
れ
た
と
推
定
し
て
い
ま
す
。
古
代
も

終
わ
り
に
近
づ
く
十
一
世
紀
初
頭
の
摂
関
時
代
に
は
蝦
夷

地
を
除
く
日
本
全
土
に
農
耕
社
会
が
拡
大
し
、
水
田
稲
作

を
介
し
た
農
民
と
里
山
の
関
係
が
成
立
し
ま
し
た
。（
図

１
）
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シリーズ
特別企画
《第2回》

　「森林飽和」（NHK books）の著者太田猛彦教授に聞くシリーズ第２回をお届けします。前号「第
１回 “常識” を問い直す章─里地・里山の実態」では、日本の森林、里山が人間社会の資源と
して利用し尽くされ、江戸時代からつい半世紀前の昭和時代前期までを通じて、荒地となってい
た実態についてお話いただきました。第２回は、古代から中近世を経て近代に至るまでの、森林・
里山と人間社会との密接な関係を語っていただきます。

　第１回では、江戸時代から昭和時代前期にかけての森林の状況は、現在に比べはるかに貧弱な
実態にあったこと、また、この荒廃は、ほとんどが里山と呼ばれる場所で起こっていたことを見
てきました。現在の森林の状態とはまったく異なる姿をしていたことがお分かりいた
だけたと思います。
　では、こうした荒廃、森林の劣化は、いつから、また、どのようにして進んだのか。
日本の森林のこの変化の歴史を正確に知ることは、日本の森林の問題また環境問
題の解決を考える上で、欠かせない肝

かんどころ

所です。森と人はどう関わり続けてきたの
か？　第２回では、森と日本人の中世から近代までの関係史を見ていきます。

《第２回》 森と人間の関係史

中世から近代まで、森を使い尽くした日本

NHK books

著者

太田猛彦教授に聞く

「森林飽和」著者の太田猛彦教授。木材・合板博物館学びのコーナーで

K I T O G O - H A N 2

◉森と木と人間の関係史についての一考

森林飽和
国土の変貌を考える　

人間と森林の関係史に、
今こそ新たなパラダイムの転換を

「森林飽和─国土の
変貌を考える─」

（NHK books［11
93］）。現在6刷

図１　記念建造物のための木材伐採圏

※1　有岡利幸　2004　「ものと人間の文化史2―中世の村を歩く」〔新訂増補〕法政大学出版局
※2　コンラッド・タットマン　1998　「日本人はどのように森をつくってきたのか」熊崎実訳　（築地書館）

シリーズ
特別企画 《第２回》 森と人間の関係史─中世から近代まで、森を使い尽くした日本
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歩
の
森
が
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
計
算
が
あ
り
、
そ
の
薪

を
得
ら
れ
る
量
が
製
塩
規
模
を
左
右
し
ま
し
た
。
製
塩
が

必
要
と
す
る
薪
を
採
る
場
所
は
「
塩
木
山
」
と
呼
ば
れ
、

こ
れ
は
農
民
に
と
っ
て
の
里
山
と
同
様
の
役
割
を
果
た
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
流
通
網
の
発
達
に
伴
い
、
晴
天
日
数

の
多
い
瀬
戸
内
海
地
方
が
塩
の
主
力
産
地
と
な
り
、
こ
の

地
方
で
は
塩
木
山
の
酷
使
に
よ
っ
て
急
速
に
森
林
の
荒
廃

が
進
み
ま
し
た
。（
図
３
）

タ
タ
ラ
の
炭
、
焼
き
物
の
燃
料

製
鉄
業
も
ま
た
精
錬
の
た
め
に
大
量
の
燃
料
を
必
要
と

し
ま
す
。
鉄
の
需
要
が
飛
躍
的
に
伸
び
た
十
四
、五
世
紀

以
降
は
中
国
山
地
が
製
鉄
業
の
中
心
地
と
な
り
ま
す
。
製

鉄
は
、「
鉄か

ん
な穴
流
し
」
と
呼
ば
れ
る
土
と
小こ
が
ね鉄
（
純
度
の

高
い
砂
鉄
）
の
選
別
を
前
段
工
程
と
し
、
タ
タ
ラ
に
よ
る

精
錬
を
後
段
工
程
と
し
ま
す
。タ
タ
ラ
と
は
踏ふ

み
ふ
い
ご鞴の
意
で
、

炉
内
で
燃
焼
す
る
木
炭
に
空
気
を
送
り
込
み
高
温
を
得
る

装
置
で
す
。
砂
鉄
を
タ
タ
ラ
で
精
錬
す
る
一
サ
イ
ク
ル
を

「
一ひ

と
よ代
」
と
言
い
、
一
代
に
は
十
四
ト
ン
程
度
の
木
炭
を

使
い
、
こ
の
量
の
木
炭
は
ち
ょ
う
ど
山
林
一
町
歩
の
原
木

を
必
要
と
し
ま
す
。
製
鉄
業
が
い
か
に
そ
の
地
方
の
森
林

に
対
す
る
利
用
度
合
い
を
高
め
る
産
業
だ
っ
た
の
か
が
う

か
が
わ
れ
ま
す
。（
図
４
）

三
つ
目
は
窯
業
で
す
。
中
世
後
期
以
降
は
陶
磁
器
の
生

産
も
飛
躍
的
に
伸
長
し
ま
し
た
。
窯
業
の
地
で
は
、
製
塩

業
、
製
鉄
業
と
同
様
に
燃
料
材
採
取
に
よ
る
里
山
の
利
用

度
合
い
が
一
層
高
ま
り
ま
し
た
。
信
楽
焼
、
備
前
焼
な
ど

窯
業
の
産
地
が
同
時
に
鍛
冶
方
も
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
も
、
木
材
の
燃
料
供
給
事
情
が
製
鉄
業
、
窯
業
と
も
に

そ
の
成
立
を
左
右
す
る
決
定
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え

ま
す
。

　

土
、
石
、
木
材
の
供
給
源
、　

　

森
林
の
収
奪
を
加
速
化
さ
せ
た
人
口
増
加　

日
本
の
森
林
は
古
代
か
ら
中
世
を
通
じ
て
先
進
地
域
を

中
心
に
基
本
的
に
は
人
口
の
増
加
と
と
も
に
減
少
・
劣
化

し
て
き
ま
し
た
。
室
町
時
代
以
降
は
製
塩
、
製
鉄
、
窯
業

な
ど
の
産
業
の
発
達
に
と
も
な
っ
て
森
の
衰
え
方
は
よ
り

加
速
化
し
ま
し
た
。
日
本
の
国
土
全
体
を
見
渡
し
た
と
き

森
林
を
含
め
て
土
地
利
用
は
全
体
で
ど
の
よ
う
な
変
遷
を

辿
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
グ
ラ
フ
的
に
図
示
し
た
の
が
「
森

林
利
用
及
び
そ
の
他
の
土
地
利
用
の
変
遷
図
」（
依
光
良

三
※4
が
推
定
し
た
各
種
森
林
利
用
・
土
地
利
用
の
変
遷
図

に
、
そ
の
後
の
い
く
つ
か
の
報
告
に
基
き
推
定
・
加
筆
し

て
作
成
）
で
あ
る
。
こ
の
図
で
は
「
採
草
地
・
焼
畑
等
」

が
潅
木
と
草
本
が
主
体
の
柴
山
あ
る
い
は
原
野
な
ど
も
含

め
た「
森
林
の
衰
退
地
」を
表
し
て
い
ま
す
。目
立
つ
の
は
、

千
五
百
年
ご
ろ
以
降
の
急
激
な
劣
化
・
荒
廃
で
す
。と
く
に

江
戸
時
代
中
期
以
降
は
、
現
在
私
た
ち
が
目
に
す
る
森
林

の
三
分
の
二
程
度
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。（
図
５
上
）

さ
ら
に
図
「
日
本
の
人
口
と
耕
地
面
積
の
変
遷
」
の
グ

律
令
制
に
よ
る
統
治
が
厳
格
に
実
行
さ
れ
て
い
た
の

は
八
世
紀
初
頭
ま
で
で
、
人
口
の
増
加
に
伴
い
新
田
の
開

発
が
追
い
つ
か
な
く
な
り
、
班
田
収
授
法
に
基
く
公
地
公

民
の
制
度
や
租そ
よ
う
ち
ょ
う

庸
調
の
税
制
も
し
だ
い
に
綻
び
始
め
ま

す
。
そ
し
て
三
世
一
身
法
（
七
二
三
年
）
や
墾
田
永
年
私

財
法（
七
四
三
年
）の
成
立
を
経
て
、地
方
に
荘
園（
貴
族
・

社
寺
が
私
有
す
る
領
地
。
新
た
に
開
墾
さ
れ
た
田
地
が
も

と
に
な
る
）
が
発
達
し
て
き
ま
す
。
荘
園
の
時
代
を
お
お

ま
か
に
整
理
す
る
と
、
三
つ
の
時
期
に
区
分
で
き
ま
す
。

そ
の
第
一
期
は
、
八
世
紀
後
半
の
初
期
荘
園
時
代
で
、

こ
の
時
期
は
大
和
朝
廷
の
水
田
開
発
が
名
目
で
あ
っ
た

の
で
、
貴
族
や
大
寺
院
な
ど
の
荘
園
領
主
は
国
司
や
郡
司

の
協
力
を
得
て
こ
れ
を
直
接
経
営
し
ま
し
た
。
当
時
の
荘

園
に
は
荘
所
（
屋
舎
）
が
あ
る
の
み
で
荘
民
（
荘
園
で
耕

作
す
る
農
民
）
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
ま
だ
中
央

の
影
響
力
が
強
く
、
九
世
紀
に
入
る
と
不ふ

ゆ輪
（
荘
園
が
特

権
と
し
て
租
税
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
）
は
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
荘
園
は
い
っ
た
ん
衰
退
し
ま
す
。

第
二
期
は
、
十
一
世
紀
前
半
を
中
心
と
し
た
摂
関
政
治

全
盛
期
で
荘
園
は
著
し
い
発
達
を
み
ま
し
た
。
朝
廷
の
力

が
衰
え
る
一
方
、
荘
園
は
増
加
し
、
結
局
は
朝
廷
自
身
も

直
営
の
公
営
田
や
官
田
を
設
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
十

世
紀
に
は
地
方
の
一
国
の
統
治
は
任
国
に
赴
任
し
た
国

司
の
最
上
位
の
受
領
が
引
き
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
田た

と堵

（
荘
田
を
耕
作
し
て
年
貢
を
納
め
る
農
民
）
と
呼
ば
れ
る

有
力
農
民
に
経
営
や
徴
税
ま
で
を
請
け
負
わ
せ
る
よ
う

に
な
り
、
律
令
制
は
ま
す
ま
す
形
骸
化
が
進
み
ま
し
た
。

十
世
紀
半
ば
に
は
、
国
司
の
権
限
は
さ
ら
に
強
ま
り
、
任

地
内
の
荘
園
の
不
輪
（
租
税
免
除
）
を
認
め
る
権
限
を
持

つ
よ
う
に
ま
で
な
り
ま
す
。
一
方
、
大
だ
い
み
ょ
う名

田た

と堵
（
有
力
農

民
）
は
独
自
の
開
発
を
進
め
、
国
司
の
圧
迫
を
逃
れ
て
土

地
を
中
央
の
権
力
者
に
寄
進
し
て
実
質
的
な
荘
園
の
経

営
権
を
手
に
入
れ
ま
す
。

第
三
期
は
十
一
世
紀
後
半
か
ら
始
ま
る
院
政
時
代
で

荘
園
は
さ
ら
に
発
達
し
ま
す
。
受
領
が
任
国
に
向
か
わ
な

く
な
る
一
方
で
、
大
名
田
堵
は
受
領
に
連
な
る
在
庁
官
人

と
な
り
、
あ
る
い
は
中
央
の
権け
ん
も
ん
せ
い
か

門
勢
家
（
権
勢
の
あ
る
門

閥
や
家
柄
）
へ
の
寄
進
を
進
め
て
荘
園
を
成
立
さ
せ
、
在

地
領
主
と
し
て
地
方
の
支
配
者
に
成
長
し
ま
す
。
武
家
屋

敷
は
所
領
経
営
や
私
的
支
配
の
拠
点
と
な
り
、
荘
園
領
主

に
は
莫
大
な
財
が
蓄
積
さ
れ
、
そ
れ
は
領
家
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
領
主
の
序
列
化
も
進
み
さ
ら
に
上
級

の
領
主
は
本
家
と
呼
ば
れ
ま
す
。

荘
園
領
主
と
開
発
領
主
の
関
係
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
も

基
本
的
に
変
わ
ら
ず
、
旧
平
氏
方
の
荘
園
に
は
地
頭
が
送

り
込
ま
れ
、
源
氏
方
で
は
開
発
領
主
が
そ
の
ま
ま
地
頭
に

な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
時
代
は
荘

園
の
変
遷
の
第
四
期
に
相
当
し
ま
す
が
、
荘
園
領
主
と
開

発
領
主
の
関
係
が
、
荘
園
領
主
と
地
頭
の
関
係
に
置
き
換

わ
っ
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の
関
係
は
室
町
時
代
に
は
守

護
大
名
と
守
護
代
・
国
人
と
の
関
係
に
受
け
継
が
れ
、
次

の
戦
国
時
代
に
は
戦
国
大
名
と
し
て
統
一
さ
れ
て
い
き

ま
す
。
つ
ま
り
第
四
期
以
降
は
地
方
の
支
配
層
が
徐
々
に

力
を
増
し
、
荘
園
領
主
の
力
は
し
だ
い
に
衰
微
し
て
い
き

ま
し
た
。

荘
園
に
見
る
権
力
構
造
の
変
化
の
も
と
で
、
中
世
の
里

山
は
ど
の
よ
う
に
変
貌
し
て
い
っ
た
の
か
。
石
井
進
ほ
か

※3
の
備
び
ち
ゅ
う
の
く
に

中
国
新に
い
み
の
し
ょ
う

見
荘
（
現
岡
山
県
新
見
市
）
を
モ
デ
ル
に

し
た
中
世
の
土
地
利
用
の
分
析
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
平

安
時
代
後
期
（
前
述
の
第
三
期
）
と
鎌
倉
時
代
（
第
四
期
）

と
を
比
較
す
る
と
、
前
者
の
可
耕
地
で
の
耕
地
と
荒
地
の

割
合
は
五
対
五
で
あ
っ
た
も
の
が
、
鎌
倉
時
代
に
は
耕
地

の
割
合
は
六
割
、
七
割
に
拡
大
し
、
そ
の
う
ち
八
割
が
水

田
、
残
り
が
麦
畑
と
な
り
、
山
地
の
焼
畑
は
見
ら
れ
な
く

な
り
、
森
林
は
山
頂
の
一
部
に
残
っ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
深
い
森
は
人
里
近
く
で
は
見
ら

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。（
図
２
）

　

里
山
収
奪
を
加
速
さ
せ
た
商
工
業
の
発
達　

商
工
業
の
発
達
に
伴
い
、
大
量
の
燃
料
材
を
必
要
と
す
る

産
業
が
発
達
し
て
き
ま
す
。製
塩
業
、製
鉄
業
、窯
業
な
ど

が
代
表
格
で
、
そ
の
産
地
で
は
都
市
か
ら
離
れ
た
地
方
で
も

局
所
的
に
森
林
の
衰
え
や
、
荒
廃
が
激
し
く
進
み
ま
し
た
。

「
塩
木
山
」

製
塩
作
業
は
、
海
水
の
水
分
を
蒸
発
さ
せ
て
塩
分
濃
度

の
濃
い
鹹か

ん
す
い水
を
得
る
採さ
い
か
ん鹹
工
程
と
、
そ
の
鹹
水
を
煮
詰
め

て
塩
を
得
る
煎せ

ん
ご
う熬

工
程
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
煎
熬

工
程
は
大
量
の
燃
料
材
を
必
要
と
し
ま
す
。
江
戸
時
代
の

例
で
は
、
一
町
歩
（
約
1
ha
＝
約
9
9
1
7
㎡
）
の
塩
田

で
年
間
千
二
百
石
（
石
は
、
尺
貫
法
で
体
積
＝
容
積
を
示

す
単
位
。
材
木
取
引
で
丸
太
の
材
積
を
示
す
単
位
に
使
わ

れ
、
材
木
の
1
石
は
「
1
尺
×
1
尺
×
10
尺
」
で
1
㎥
は

約
3
・
6
石
に
相
当
）
の
塩
を
採
る
た
め
に
は
七
十
五
町

図５　土地利用と人口及び耕作面積の変化

図４　タタラ製鉄

図３　製塩風景

※3　石井進・竹本豊重　1986　「中世に村を訪ねて」（『朝日百科日本の歴史2』朝日新聞社）※4　依光良三　1984　『日本の森林・緑資源』東洋経済新報社

中世日本の森林を荒廃させた
開墾と木材（炭）消費

荘園の拡大荘園の拡大

製塩製塩

製鉄製鉄

建築建築

窯業窯業

鎌倉時代 平安時代後期
図２　中世の農村風景
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ラ
フ
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。（
図
５
下
）
日
本
の
人
口
は

十
五
世
紀
中
葉
か
ら
十
八
世
紀
初
頭
ま
で
に
約
三
倍
に
急

増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
耕
地
面
積
も
三
倍
に
増
加
し

て
い
ま
す
。つ
ま
り
、日
本
の
森
林
全
体
の
衰
え
・
荒
廃
は
、

戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
の
人
口
増
加
と

深
い
関
係
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。
17
世

紀
の
世
界
人
口
は
約
10
億
人
、
そ
の
頃
の
日
本
の
江
戸
時

代
の
人
口
は
、
世
界
の
約
３
％
の
３
０
０
０
万
人
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
対
し
て
日
本
の
国
土
面
積
は
地
球
上
の

陸
地
面
積
の
わ
ず
か
約
０
・
２
５
％
で
す
。
こ
の
比
率
だ

け
か
ら
見
て
も
、
い
か
に
過
去
の
日
本
人
が
森
と
深
く
結

び
つ
き
、
森
林
資
源
に
依
存
し
て
き
た
か
が
推
測
で
き
る

か
と
思
い
ま
す
。

戦
国
時
代
の
各
領
主
た
ち
は
富
国
強
兵
を
目
指
し
、
そ

れ
ぞ
れ
自
国
の
殖
産
興
業
化
を
進
め
た
結
果
、
農
産
物
の

増
加
、
農
村
手
工
業
の
発
達
や
商
品
経
済
が
発
展
し
、
そ

れ
ら
経
済
活
動
は
さ
ら
に
領
国
を
超
え
て
活
発
化
し
て
い

き
ま
し
た
。
泉
州
堺
の
発
達
ぶ
り
な
ど
そ
の
好
例
で
す
。

江
戸
時
代
に
入
り
幕
藩
体
制
が
確
立
す
る
と
、
藩
に
一

定
の
領
内
統
治
を
認
め
る
地
方
分
権
体
制
で
あ
っ
た
た

め
、
各
藩
は
戦
国
大
名
と
同
様
に
一
層
の
富
の
蓄
積
を
図

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
新
田
開
発
と
米
の
増
産
、
新
畑

で
の
そ
の
他
作
物
の
増
産
、
地
場
産
業
も
奨
励
さ
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
て
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、
都

市
の
発
達
や
、
各
種
商
工
業
の
発
達
を
支
え
る
食
糧
生
産

や
各
種
原
料
生
産
も
飛
躍
的
に
増
加
し
、
こ
れ
に
と
も
な

い
人
口
も
急
増
し
た
の
で
す
。
こ
こ
に
い
た
っ
て
日
本
型

農
耕
社
会
は
そ
の
頂
点
に
達
し
ま
し
た
。（
図
６
）

こ
の
よ
う
な
社
会
発
展
と
人
口
増
加
は
、
森
林
と
里
山

に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
農
産
資
源
や
海
産

資
源
を
除
け
ば
、
当
時
の
日
本
人
が
大
量
に
賄
え
る
資
源

は
、
土
と
石
材
と
木
材
の
み
で
あ
り
、
と
り
わ
け
重
要
だ

っ
た
の
は
木
材
で
し
た
か
ら
、
城
郭
や
都
市
の
建
設
だ
け

で
な
く
、
町
や
村
の
発
達
は
木
材
需
要
を
急
増
さ
せ
ま
し

た
。
と
く
に
一
五
七
〇
年
ご
ろ
か
ら
の
百
年
間
は
建
設
ラ

ッ
シ
ュ
と
も
い
え
る
一
時
期
で
、
全
国
の
木
材
の
窮き

ゅ
う
ぼ
う乏を

招
き
、
材
価
は
急
騰
し
ま
し
た
。
先
述
の
タ
ッ
ト
マ
ン
は

こ
れ
を
「
近
世
の
略
奪
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

里
山
の
疲
弊
が
、　

　

自
然
災
害
を
誘
発
す
る
副
作
用
を
生
ん
だ　

水
田
の
開
発
は
農
業
用
水
の
開
発
と
一
体
だ
が
、
旱か
ん
ば
つ魃

が
発
生
す
る
と
用
水
の
取
り
合
い
が
起
こ
り
「
水
争
い
」

（
水
論
）
が
多
発
し
ま
し
た
。
一
方
で
農
業
生
産
に
は
農

用
林
が
不
可
欠
で
、
農
地
拡
大
と
農
村
人
口
の
増
加
は
農

用
林
あ
る
い
は
生
活
林
と
し
て
里
山
へ
の
利
用
度
合
い
を

高
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
農
民
は
刈か

り
し
き敷

や
秣ま
ぐ
さ（

馬
や

牛
の
飼
料
）、
燃
料
な
ど
を
自
由
に
採
取
、
確
保
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
り
、
農
民
が
秩
序
を
も
っ
て
共
同
利
用
す

る
「
入
会
」
の
制
度
が
徐
々
に
浸
透
し
て
き
ま
し
た
が
、

入
会
地
の
拡
大
要
求
や
利
用
上
の
摩
擦
か
ら
境
界
争
い
そ

の
他
の
「
山さ

ん
ろ
ん論
」（
入い
り
あ
い会
林
野
の
利
害
関
係
を
め
ぐ
る
村

間
の
論
争
・
紛
議
）
も
多
発
し
、
里
山
は
全
国
的
に
疲
弊

し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
影
響
は
里
山
や
森
林
か
ら
得
ら
れ
る
資
源
の
欠
乏

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
山
地
で
の
乱
伐
的
林
業
や
里
山
の

植
生
劣
化
を
招
き
、
洪
水
の
氾
濫
や
山
崩
れ
な
ど
の
自
然

災
害
を
も
多
発
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
六
六
〇

年
、
江
戸
幕
府
は
初
め
て
山
城
・
大
和
・
伊
賀
の
三
国
に

山
の
木
の
根
の
掘
り
取
り
を
禁
じ
、
砂
留
用
の
苗
木
の
植

え
付
け
を
命
じ
る
布
令
を
発
し
、
一
六
六
六
年
に
は
有
名

な
「
諸し

ょ
こ
く国
山や
ま
か
わ
の
お
き
て

川
掟
」
な
ど
災
害
防
止
に
関
す
る
布
令
を

た
び
た
び
発
し
、
土
砂
流
出
防
止
の
た
め
の
土
砂
留
工
事

な
ど
災
害
対
策
も
拡
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。（
図
７
）

森
林
の
衰
え
・
荒
廃
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
自
然

災
害
に
は
、
豪
雨
時
の
表
面
侵
食
・
山
崩
れ
・
土
石
流
な

ど
里
山
と
そ
の
近
辺
で
発
生
す
る
土
砂
災
害
と
、
土
砂
が

下
流
に
流
出
し
て
河
床
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
で
発
生
す
る

洪
水
氾
濫
災
害
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
洪
水
氾
濫
は
記
録

に
残
り
や
す
い
が
、
土
砂
災
害
は
局
所
的
で
記
録
に
残
り

に
く
く
そ
の
実
態
は
つ
か
み
に
く
い
。「
山
城
国
平
尾
村
」

の
絵
地
図
は
里
山
や
平
地
を
含
む
流
域
全
体
の
状
況
を
よ

く
伝
え
て
い
ま
す
。
平
尾
村
の
あ
る
木
津
川
流
域
は
古
く

か
ら
水
田
が
開
発
さ
れ
て
い
た
当
時
の
先
進
地
域
で
、
里

山
の
利
用
は
千
年
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
集
落
外

の
ほ
と
ん
ど
が
入
組
田
や
入
組
畑
、
川
沿
い
に
は
新
畑
や

荒
作
な
ど
高
度
な
土
地
利
用
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
川

は
荒
廃
河
川
と
な
っ
て
い
て
左
岸
に
は
堤
が
築
堤
さ
れ
、

堤
の
う
ち
二
百
間
（
三
百
六
十
メ
ー
ト
ル
）
に
は
小
松
が

植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
山
頂
ま
で
森
は
な
く
、
草

山
と
は
げ
山
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
８
）

　

土
砂
災
害
、
洪
水
氾
濫
、
飛
砂
害
へ
の
対
応　

江
戸
時
代
に
入
り
都
市
と
農
村
の
景
観
は
大
き
く
変
化

し
ま
し
た
。
そ
れ
は
自
然
環
境
も
含
め
た
日
本
の
国
土
環

境
全
体
が
中
世
と
は
違
っ
た
局
面
に
入
っ
た
こ
と
も
示
し

て
い
る
と
私
は
考
え
ま
す
。

図７　諸国山川の掟

図12　土砂留・山腹工事

図11　保護林政策

図10　治山治水の思想

図９　江戸時代の国土保全策

はげ山

草山

山城国平尾村
の絵地図

・木津川の河原
まで耕地化
・はげ山・草地が
多い
・森は少ない
・川は天井川

毎年、土砂災害
と洪水氾濫

が多発！

図８　平尾村絵図

図６　農耕社会のシステム

シリーズ
特別企画 《第２回》 森と人間の関係史─中世から近代まで、森を使い尽くした日本
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江
戸
時
代
、
幕
府
や
各
藩
が
取
り
組
ん
だ
災
害
対
策
の

基
本
は
、堤
防
の
建
設
や
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫（

水
底
の
土
砂
を
掘
取
る
）、

河
川
の
付
け
替
え
な
ど
の
治
水
事
業
と
、
森
林
の
保
全
と

を
二
本
柱
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。
後
者
は
、
禁

伐
林
な
ど
を
指
定
す
る
保
護
林
政
策
で
あ
り
、
伐
採
禁
止

に
加
え
て
、
土
砂
留
工
事
、
植
栽
（
土
砂
留
工
事
と
一
体

で
行
わ
れ
、
現
在
で
は
山
腹
緑
化
工
事
と
呼
ば
れ
る
）
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
た
積
極
的
な
土
砂
流
出
防
止
・
森
林
回

復
政
策
で
し
た
。（
図
９
）（
図
10
）（
図
11
）（
図
12
）

森
林
の
衰
え
・
荒
廃
に
よ
る
土
砂
流
出
は
下
流
の
洪
水

氾
濫
だ
け
で
な
く
、
土
砂
は
海
岸
に
ま
で
到
達
し
、
飛ひ

さ砂

害
と
い
う
自
然
災
害
も
引
き
起
こ
し
て
い
ま
し
た
（
図

13
）。
そ
の
防
止
対
策
が
海
岸
林
の
造
成
で
し
た
。
古
代

の
伝
承
に
、
神じ
ん
ぐ
う功
皇こ
う
ご
う后
に
よ
る
遠
賀
川
河
口
の
岡
の
松
原

の
植
栽
が
あ
り
、「
常ひ
た
ち
の
く
に
ふ
ど
き

陸
国
風
土
記
」
に
若
松
浦
の
松
原

の
禁
伐
、「
土
佐
日
記
」
に
は
物
部
川
河
口
の
宇
多
の
松

原
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
海
岸
林
の
保
護
、

植
栽
な
ど
の
伝
承
や
記
録
は
防
風
や
飛
砂
な
ど
の
自
然
現

象
に
対
し
て
海
岸
林
の
防
災
機
能
を
人
々
が
知
っ
て
い
た

こ
と
を
示
す
も
の
で
す
。

海
岸
林
造
成
に
使
わ
れ
た
樹
種
の
ほ
と
ん
ど
が
ク
ロ
マ

ツ
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。
十
七
世
紀
中
葉
以

降
、
多
く
の
藩
で
一
斉
に
植
栽
が
始
ま
っ
て
お
り
、
現
在

あ
る
海
岸
林
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
時
期
以
降
に
造
成
さ
れ

た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
主
な
例
は
津
軽
、
秋

田
、
庄
内
、
村
上
、
出
雲
な
ど
の
各
藩
で
、
と
く
に
東
北

地
方
や
日
本
海
側
で
の
造
成
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
ク
ロ

マ
ツ
は
塩
害
に
も
強
く
、
先
史
時
代
か
ら
自
生
も
し
て
い

ま
し
た
が
、
飛
砂
害
が
激
化
し
た
江
戸
時
代
以
降
の
立
地

環
境
下
で
は
、
な
ん
と
か
砂
丘
で
成
林
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
ク
ロ
マ
ツ
以
外
に
な
か
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ

ま
す
。（
図
14
）

　

白
砂
青
松
の
景
観
は
ど
う
し
て
で
き
た
か　

万
葉
集
に
詠
ま
れ
て
い
る
樹
木
の
種
類
で
は
、
ウ
メ
が

１
１
８
首
、
つ
い
で
マ
ツ
が
76
首
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

只
木
良
也
※5
に
よ
れ
ば
六
世
紀
以
降
に
は
機
内
周
辺
の
照

葉
樹
林
が
伐
り
荒
ら
さ
れ
、
し
だ
い
に
マ
ツ
林
に
代
わ
っ

て
き
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
マ
ツ
は
有
史
以
前
の
寒

い
時
代
に
は
森
林
の
主
役
を
占
め
る
ほ
ど
繁
栄
し
て
い
た

樹
種
だ
っ
た
の
で
す
が
、
一
万
三
千
年
前
に
始
ま
っ
た
温

暖
化
に
よ
っ
て
広
葉
樹
に
追
わ
れ
て
分
布
を
縮
小
さ
せ
、

六
千
年
前
ご
ろ
の
縄
文
海
進
時
代
以
降
に
現
在
の
植
生
分

布
域
に
落
ち
着
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

日
本
で
は
乾
燥
気
味
の
尾
根
筋
な
ど
を
中
心
に
そ
れ
ほ
ど

目
立
つ
こ
と
な
く
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
マ
ツ
が
、

人
々
の
森
林
利
用
に
よ
っ
て
起
こ
る
原
植
生
の
劣
化
、
森

林
の
立
地
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
勢
い
を
取
り
戻
し
て
き

た
と
い
う
の
が
、
日
本
の
景
観
と
マ
ツ
の
関
係
の
背
景
事

情
で
す
。

こ
こ
で
「
土
」
と
「
土
壌
」
と
は
異
な
る
概
念
で
あ
る

こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
土
」
は
砂

や
粘
土
の
よ
う
な
岩
石
の
細
粒
化
し
た
も
の
、
あ
る
い
は

火
山
灰
な
ど
を
言
い
、
そ
こ
に
は
生
物
由
来
（
通
常
は
腐

植
な
ど
）の
成
分
の
あ
る
な
し
を
問
い
ま
せ
ん
。一
方
、「
土

壌
」
は
、
こ
の
土
（
母
材
と
い
う
）
に
地
表
の
落
葉
や
枯

れ
枝
、
動
物
の
遺
体
な
ど
が
微
生
物
の
作
用
で
分
解
さ
れ

た
も
の
、
つ
ま
り
腐
植
が
加
わ
り
、
そ
の
地
の
気
候
や
地

形
条
件
の
も
と
で
時
間
を
か
け
て
生
成
さ
れ
た
物
質
で
、

腐
植
質
に
富
む
ほ
ど
〝
養
分
豊
か
な
〞
土
壌
と
言
わ
れ
ま

す
。
地
表
に
豊
か
な
植
生
が
存
在
す
る
と
養
分
豊
か
な
土

壌
が
で
き
る
。
日
本
は
基
本
的
に
森
林
国
で
原
植
生
の
段

階
で
は
養
分
豊
か
な
「
褐
色
森
林
土
壌
」
と
呼
ば
れ
る
土

壌
が
多
く
、
地
表
か
ら
順
に
養
分
に
富
む
Ａ
層
、
少
し
養

分
が
存
在
す
る
Ｂ
層
、
母
材
の
Ｃ
層
と
い
う
成
層
構
造
を

な
す
土
壌
に
な
り
ま
す
。

森
林
が
伐
採
さ
れ
た
り
、
伐
採
さ
れ
な
く
て
も
落
葉
落

枝
、
下
草
な
ど
の
採
取
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
、
し
だ
い
に

Ａ
層
以
下
の
土
壌
が
表
面
に
現
れ
、
雨
水
な
ど
に
よ
る
表

面
侵
食
を
経
て
母
材
の
下
部
す
な
わ
ち
弱
風
化
の
岩
盤
が

露
出
し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
花
崗
岩
類
以
外
で
は
し
だ
い

K I T O G O - H A N9

図14　海岸林造成

に
大
き
な
角か
く
れ
き礫
岩が
ん

や
凹
凸
の
激
し
い
弱
風
化
部
に
な
っ
て

侵
食
作
用
は
こ
こ
で
止
ま
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
樹
木
等
の

根
が
張
り
付
く
余
地
は
あ
る
の
で
、
貧
栄
養
地
で
も
草
本

や
潅
木
は
残
り
、瘠せ

き
あ
く悪
林り
ん
ち地
と
な
り
ま
す
。一
方
、花
崗
岩

類
で
は
植
物
の
根
は
固
定
で
き
ず
は
げ
山
と
な
り
ま
す
。

こ
う
し
て
江
戸
時
代
初
期
の
森
林
が
衰
え
た
里
山
は
、
は

げ
山
と
瘠
悪
林
地
と
に
二
大
別
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。こ
の
状
態
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
ま
で
続
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
も
っ
と
も
成
功
し
た
植
林
が
ク
ロ
マ
ツ

の
海
岸
林
だ
っ
た
。
今
日
私
た
ち
が
呼
ぶ
「
白
砂
青
松
」

の
景
観
は
、
こ
う
し
て
人
の
手
に
な
っ
て
出
来
た
も
の
と

言
っ
て
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。（
図
15
）

　

国
土
環
境
全
体
の
変
貌
を
見
据
え
る
視
点　

以
上
み
て
き
た
よ
う
な
、
十
七
世
紀
中
葉
に
顕
著
に
な

っ
た
森
林
の
衰
え
・
荒
廃
は
、
た
だ
単
に
農
山
村
地
域
の

環
境
変
化
と
の
み
捉
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
国

土
環
境
そ
の
も
の
の
変
貌
に
ま
で
結
果
し
た
と
考
え
る
べ

き
な
の
で
す
。
そ
れ
は
常
に
大
量
の
土
砂
が
山
地
で
生
産

さ
れ
続
け
、
河
床
が
上
昇
し
続
け
、
海
岸
か
ら
飛
砂
が
飛

び
続
け
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
地
形
が
変
動
し
続
け
る
環
境

で
す
。
こ
の
時
代
以
降
、
人
間
活
動
の
影
響
で
土
砂
生
産

速
度
が
圧
倒
的
に
速
ま
り
、
十
七
世
紀
以
降
の
日
本
の
国

土
環
境
の
基
本
的
条
件
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
ら

の
変
化
は
、
都
市
や
農
村
が
変
化
し
続
け
る
の
と
は
異
な

り
、
直
接
人
の
目
に
見
え
づ
ら
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、

そ
の
よ
う
な
視
点
で
と
ら
え
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
え
ま
す
。
天
井
川
や
扇
状
地
が
こ
の
時
代

に
発
達
し
た
と
い
う
報
告
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
急
激
な

発
達
が
継
続
し
て
い
る
と
い
う
認
識
は
日
本
人
に
は
少
な

か
っ
た
し
、
今
も
少
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。（
図
16
）

　
　
　
　
　

※　
　
　
　

※

中
世
か
ら
近
世
に
い
た
る
ま
で
の
、
日
本
に
お
け
る
森

林
を
使
い
尽
く
す
歴
史
を
俯
瞰
し
て
き
ま
し
た
。
収
奪
と

そ
れ
に
よ
る
森
林
の
衰
え
は
近
代
以
降
に
ま
で
及
び
ま

す
。
明
治
維
新
前
後
の
混
乱
は
、
山
地
・
森
林
政
策
に
も

混
乱
を
も
た
ら
し
、
森
林
の
衰
え
方
は
明
治
時
代
に
そ
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
回
第
３
回
目
で
は
、明
治
以
降
の
日
本
の
森
林
政
策
、

今
日
の
森
林
飽
和
に
至
る
経
過
を
俯
瞰
し
ま
す
。
あ
わ
せ

て
現
在
、
森
林
と
人
間
の
関
係
史
が
今
新
た
な
画
期
を
迎

え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
詳
述
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

※5　只木良也　2010　『新版　森と人間の文化史』NHKブックス

土石流土石流

津波

安全な地域

危険地域?危険地域?

海岸地域はもともと危険な地域？

高潮

強風・塩害

図13　危険な海岸地域

図15　山地荒廃時代の森林状況

海岸侵食

●海岸侵食：温暖化による海面上昇の影響がさらに加わる

山地で発生する土砂が多いと…

河床の上昇 砂浜の拡大

山地で発生する土砂が少ないと…

河床の低下
砂浜の縮小

川床の上昇（天井川）

川床の低下

太田猛彦氏のプロフィール　
【略歴】 1941年 東京都生まれ
 1971年 東京大学農学部林学科卒業
 1978年 同大学院農学系研究科修了（農学博士）、東京大学農学部助手
 1980年 東京農工大学農学部講師
 1985年 同助教授
 1990年 東京大学農学部教授
 2003年 東京大学名誉教授、東京農業大学地域環境科学部教授
  （2007年より特任教授、2009年退職）
【元職】 日本学術会議会員、日本森林学会会長、砂防学会会長、日本緑化工学

会会長、水文・水資源学会副会長、林政審議会委員、東京都森林審議
会会長など

【現職】FSCジャパン議長、かわさき市民アカデミー学長など 

主な著書／「森林飽和」、「農林水産業の技術者倫理」（編著）、「森林の機能と評価」
（分担執筆）、「宮川環境読本」（編著）、「水の事典」（編著）、「森と水と
土の本」、「渓流生態砂防学」（編著）、「水と土をはぐくむ森」など

図16　森林の変遷と国土環境

地形区分 平　地 丘陵・低地帯 高山帯

土地利用に
よる区分

里地
→農地

里　山
奥山
→森林

花崗岩系山地
→裸地・はげ山

その他の山地
→劣化した森林

シリーズ
特別企画 《第２回》 森と人間の関係史─中世から近代まで、森を使い尽くした日本
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図１図２図３

図４

まずは集成材と合板につい
て簡単に説明しましょう。
集成材は、厚さ数センチ、

幅十数センチの板材（ラミナ）を木材の繊維方向を揃えて積
層し、接着剤で貼り合せた木質材料で、長さ方向に強く、厚
い材料に製造でき、木造建築の柱や梁に使用されます。（図1）
合板は、厚さ数ミリ、幅約90センチ、長さ約180 ～ 270

センチの薄い板（単板）を、木材の繊維方向を直交させなが
ら積層し、接着剤で貼り合せた木質材料です。大きく、変形
に強い面材料を製造でき、木造建物の壁や屋根の材料として
使用されます。（図2）
CLTは、これら集成材と合板を掛け合わせたような木質材

料で、ひき板（ラミナ）を幅方向にたくさん並べて大きな面
をつくり、接着剤を塗って、その上にひき板を直行させて積

層します。この工程を繰り返すと、厚く、大きな面材量であ
るCLTが完成します。（図3）
CLTの特徴は、立てれば柱と梁、寝かせれば床と梁の役目

を果たし、ひじょうにシンプルに建物を建てることができる
点にあります。積木やブロックで家やビルをつくる感じに似
ていて、柱を立て、梁をわたし、壁、床を張ってという建築
工程がCLTをつなぐだけとなるので、工期の短縮が可能です。
ヨーロッパ・北米ではすでに戸建て住宅だけでなく集合住宅
の建設にも用いられ、日本でも注目され国産　材を利用した
CLTの開発が進められています。（図4）

（季刊森林総研No.27　「CLTとは」複合材料研究領域　積
層接着研究室長　平松靖氏の記事及び図版を本誌編集員会の
責任で改編）
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新しい木質構造材 CLTが拓く未来図
日本CLT協会主催 「第３回CLTフォーラム」 から

CLTとは何か

　近年、CLTという新しい木質構造材が建築業界、建材業界、木材業界で
注目と期待を集めています。
　CLTとはCross Laminated Timberの略で、ひき板（ラミナ）を並べ
た層を、板の方向が層ごとに直交するように重ねて接着した大判のパネ
ルで、1995年頃からオーストリアを中心に発展してきました。現在で
はヨーロッパ各国で様々な建築物に利用され、カナダ、アメリカでも規格
作りが行われるなど、CLTの利用は急速な伸びを見せはじめています。
　日本でも2012年１月、日本CLT協会が設立（2014年４月から一般
社団法人）され、2013年12月にJAS（日本農林規格）が制定されまし
た。JASによるCLTの名称は「直交集成板」です。林野庁と国土交通省は
2014年11月、「CLTの普及に向けたロードマップ」を公表し、CLTの
普及に向けた計画とスケジュールの周知をはかり、関係者の取り組みを
推進しています。
　３月27日東京ビックサイト国際会議場で「第３回　CLTフォーラム」
（主催：日本CLT協会）が開催され、会場には500名を超す関係者が集う
盛会となりました。
　新しい木質構造材、CLTとは何か。その利点は？　そしてその可能性
と課題は？　今回フォーラムからその一部を紹介し、CLTの可能性と課
題を探ります。（以下の主催挨拶、基調講演の要旨は編集委員会による）

動き始めた
CLT利用

特報

林野庁・国土交通省が2014年にリリースした「ＣＬＴ普及に向けたロードマップ」

ＣＬＴ（直交集成板）の日本農林規格の一部（農林水産省ＨＰより）

第
３
回
Ｃ
Ｌ
Ｔ
フ
ォ
ー
ラ
ム

全
体
内
容

一
、
主
催
者
挨
拶

中
島
浩
一
郎

日
本
Ｃ
Ｌ
Ｔ
協
会
会
長

二
、
基
調
講
演

腰
原 

幹
雄 

氏

「
線
材
と
面
材
―
Ｃ
Ｌ
Ｔ
が
生
み
出
す

新
た
な
木
造
建
築
」

三
、
行
政
講
演 

（
１
）
小
坂
善
太
郎 

氏

（
林
野
庁
林
政
部
木
材
産
業
課
木
材
製

品
技
術
室
長
）

「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
開
発
・
普
及
に
向
け
て
」

（
２
）
内
田　

純
夫 

氏

（
国
土
交
通
省
住
宅
局
住
宅
生
産
課
木

造
住
宅
振
興
室
長
）

「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
木
材
利
用
の
推
進
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」

四
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
今
と
こ
れ
か
ら
」

 ﹇
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
﹈

五
十
田 

博 

氏

（
京
都
大
学
生
存
圏
研
究
所
教
授
）

﹇
パ
ネ
リ
ス
ト
﹈

腰
原　

幹
雄 

氏

（
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
教
授
）

小
見
山
陽
介 

氏

（
エ
ム
ロ
ー
ド
環
境
造
形
研
究
所
）

野
出
木
貴
夫 

氏

（
鹿
島
建
設
㈱
シ
ニ
ア
ア
ー
キ
テ
ク
ト
）

三
宅　

辰
哉 

氏

（
㈱
日
本
シ
ス
テ
ム
設
計
代
表
取
締
役
）

安
田　

俊
也 

氏

（
㈱
山
下
設
計
プ
リ
ン
シ
パ
ル
ア
ー
キ

テ
ク
ト
）

中
島
浩
一
郎 

氏

（
日
本
Ｃ
Ｌ
Ｔ
協
会
会
長
） 

写真提供：一般社団法人日本CLT協会

No_29_fin.indd   10-11No_29_fin.indd   10-11 2015/06/01   14:372015/06/01   14:37



代
を
降
っ
て
京
町
屋
や
宿
場
町
な
ど
に
木
造
建

物
の
一
定
の
景
観
イ
メ
ー
ジ
が
つ
く
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
日
本
の
伝
統
木
造
は
進
化
し
て
き

ま
し
た
。（
図
２
）

い
ま
伝
統
木
造
の
主
流
は
在
来
軸
組
構
法
に

示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
で
は
Ｃ
Ｌ
Ｔ
な
ど
新
し

い
木
を
使
う
建
築
は
、
こ
の
伝
統
木
造
か
ら
ど

の
よ
う
な
進
化
成
熟
を
遂
げ
て
い
く
の
か
、
と

い
う
問
題
を
考
え
て
み
ま
す
。
わ
が
国
な
り
に

合
理
性
や
経
済
性
を
追
究
し
て
き
た
結
果
が
伝

統
木
造
で
あ
り
、
近
代
を
迎
え
て
そ
れ
は
さ
ら

進
化
し
、
伝
統
木
造
を
受
け
継
い
だ
建
築
モ
ダ

ニ
ズ
ム
（
図
３
）、
近
代
木
造
と
し
て
結
実
し

て
い
ま
す
が
、
欧
米
で
は
こ
れ
に
面
材
の
利
用
、

金
物
を
用
い
た
接
合
な
ど
改
良
が
加
え
ら
れ
、

今
日
の
大
規
模
木
造
に
至
っ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
で
は
残
念
な
が
ら
、
大
規
模
木
造

に
ま
で
技
術
が
成
熟
す
る
以
前
に
、
木
造
建

築
が
規
制
さ
れ
（
１
９
５
０
年
）、
そ
の
後

２
０
０
０
年
に
開
放
さ
れ
る
と
い
う
中
断
期
間

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
間
に
、
従
来
「
西
洋
は

石
の
文
化
、
日
本
は
木
の
文
化
」
な
ど
と
言
っ

て
い
た
現
状
は
逆
転
し
、
欧
米
に
一
日
の
長
を

譲
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

大
規
模
木
造
に
つ
い
て
は
学
校
校
舎
だ
け
が

残
り
、
そ
れ
に
学
び
な
が
ら
今
後
い
か
に
活
か

し
て
い
く
か
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
断
面
集
成

材
が
開
発
さ
れ
、
躯
体
の
構
造
計
算
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
大
規
模
木
造
は
「
屋
根

の
建
築
」
だ
と
ま
だ
思
わ
れ
て
い
る
ふ
し
が
あ

り
、
屋
根
に
使
わ
れ
る
梁
を
木
造
に
し
た
加
工

美
だ
け
が
大
規
模
木
造
の
特
徴
と
し
て
語
ら
れ

て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
（
図
４
）。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
木
造

は
、
柱
梁
を
中
心
と
し
た
線
材
に
加
え
、
床
や

壁
も
面
材
と
し
て
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も

の
で
あ
り
、
従
来
の
伝
統
木
造
と
は
一
味
も
二

味
も
違
う
大
胆
な
発
想
で
考
え
て
い
い
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
の
が
今
日
の
お
話
の
基
調
で

す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
す
で
に
８
階
建
て
の
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
、
中
高
層
の
集
合
住
宅
な
ど
の
大

規
模
木
造
建
築
（
図
５
）
が
あ
り
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
発

祥
の
地
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
１
０
０
メ
ー
タ
ー

超
の
木
造
タ
ワ
ー
も
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
比

べ
て
わ
が
国
は
、
だ
い
ぶ
遅
れ
を
と
っ
て
い
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

「
地
産
都
消
」型
の
木
材
利
用
と
、

都
市
木
造
の

新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル

建
築
物
は
そ
の
耐
用
年
数
な
ど
も
含
め
、
少

な
く
と
も
50
年
ぐ
ら
い
の
ス
パ
ン
で
先
を
見
据

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
木
材
利
用
と
い
え
ば

今
「
地
産
地
消
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
森

林
資
源
の
あ
る
所
と
住
宅
需
要
の
あ
る
所
と
は

必
ず
し
も
一
致
し
な
い
と
い
う
難
し
さ
が
あ
り

ま
す
。
森
林
資
源
が
豊
富
な
地
域
で
公
共
建
築

物
を
地
産
材
で
木
造
化
す
る
と
い
う
試
み
は
、

す
で
に
わ
り
と
早
く
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
き
て

い
ま
す
。
い
ま
豊
富
な
森
林
資
源
を
活
用
す
る

と
な
れ
ば
、
め
ざ
す
べ
き
は
「
地
産
都
消
」（
地

域
生
産
都
市
消
費
）、
つ
ま
り
都
市
部
に
い
か

に
し
て
木
造
建
築
を
増
や
し
て
い
く
か
が
課
題

と
な
り
ま
す
。

で
は
都
市
部
に
お
け
る
新
し
い
木
造
建
築
と

は
何
か
。
森
と
建
築
、
地
域
の
あ
り
方
、
需
要

と
供
給
。
こ
れ
ら
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
時
代
の

生
活
ス
タ
イ
ル
、
社
会
シ
ス
テ
ム
に
適
し
た
建

築
を
考
え
な
が
ら
、
将
来
を
見
据
え
た
都
市
木

造
の
イ
メ
ー
ジ
が
構
想
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
木
造
住
宅
の
時
代
か
ら
、
木
造
建
築
の
時
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線
材
と
面
材

Ｃ
Ｌ
Ｔ
が
生
み
出
す

新
た
な
木
造
建
築

Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
構
造
躯
体
と
す
る
建
築
物
は
今
現

在
、
全
国
で
数
棟
建
っ
た
ば
か
り
で
、
そ
の
技

術
も
よ
う
や
く
出
揃
っ
て
き
た
と
い
う
段
階
で

す
。
こ
れ
ま
で
基
礎
技
術
を
積
み
重
ね
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
は
構
造
躯
体
と
し
て
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を

利
用
す
る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
に
考
え
、
何

を
す
べ
き
か
。

伝
統
木
造
と
Ｃ
Ｌ
Ｔ
時
代
の

新
し
い
木
造
概
念

ま
ず
は
木
造
建
築
で
す
。
日
本
に
は
伝
統
木

造
と
呼
ば
れ
る
文
化
が
あ
り
ま
す
。
三
内
丸
山

遺
跡
に
み
る
の
は
伝
統
木
造
と
は
、
ま
だ
言
え

ま
せ
ん
。
今
に
残
る
寺
社
な
ど
記
念
建
造
物
に

な
る
と
、
校
倉
造
り
な
ど
あ
る
程
度
技
術
の
成

熟
度
が
う
か
が
え
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
時

図３　建築モダニズム（上）と近代木造（下） 図２　伝統木造（京町屋や古民家にみる）

図４　線材を用いた大規模木造。梁の加工美図６　吉島家住宅の柱梁に見る線材の用いられ方

腰原幹雄
東京大学教授

図５　オーストリアの大規模
木造の集合住宅

﹇
基
調
講
演
﹈

腰
原
幹
雄　

東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
／

　
　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人team

 Tim
berize

図１　高知県大豊町の社員寮

動
き
始
め
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
利
用
を

さ
ら
に
前
へ

２
０
１
２
年
に
わ
ず
か
任
意
３
団
体
の

加
盟
で
設
立
さ
れ
た
日
本
Ｃ
Ｌ
Ｔ
協
会
は
、

２
０
１
４
年
に
法
人
化
し
て
後
、
昨
日
現
在

で
加
盟
数
２
１
５
団
体
（
社
）
を
数
え
る
に

至
り
ま
し
た
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
が
多
く
の
方
の
関
心

を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、

建
築
確
認
を
経
て
国
内
で
建
設
さ
れ
て
い
る

Ｃ
Ｌ
Ｔ
構
造
躯
体
の
建
築
物
は
、
高
知
県
大

豊
町
（
３
階
建
て
社
員
寮
）（
図
１
）、
岡
山

県
真
庭
市
（
３
階
建
て
公
営
住
宅
）、
福
島
県

会
津
市
、
北
海
道
北
見
市
で
完
成
あ
る
い
は

建
築
中
で
、
来
年
に
は
九
州
に
大
型
商
業
施

設
も
誕
生
す
る
予
定
で
す
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
利
用
の

時
代
は
徐
々
に
、
し
か
し
着
実
な
テ
イ
ク
オ

フ
を
始
め
て
い
ま
す
。

新
し
い
木
材
の
使
い
方
、
建
築
物
の
あ
り

方
、
そ
れ
に
伴
う
社
会
構
造
な
ど
、
取
り
組

む
べ
き
課
題
も
多
く
あ
り
、
今
日
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
、
こ
の
歩
み
を
さ
ら
に
前
へ
と
進
め

て
い
く
契
機
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

﹇
主
催
者
挨
拶
﹈

中
島
浩
一
郎　

日
本
Ｃ
Ｌ
Ｔ
協
会
会
長 中島浩一郎

日本CLT協会会長

図７　都市木造に見る線材の加工美
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代
へ
の
シ
フ
ト
移
行
で
す
。

Ｃ
Ｌ
Ｔ
が
で
き
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

木
造
建
築
の
部
材
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

す
。ま

ず
は
線
材
で
す
。
木
材
と
は
基
本
的
に
棒

状
の
形
態
で
あ
り
、
在
来
軸
組
構
法
は
柱
と
梁

つ
ま
り
線
材
で
造
ら
れ
る
構
法
で
す
。
太
い
大

黒
柱
、
屋
根
の
梁
な
ど
、
日
本
の
古
民
家
な
ど

に
み
ら
れ
る
水
平
線
と
垂
直
線
で
表
現
さ
れ
る

世
界
で
す
（
図
６
）。
最
近
の
都
市
木
造
で
も
、

線
材
に
よ
る
水
平
線
と
垂
直
線
で
構
成
さ
れ
る

景
観
は
よ
く
見
ら
れ
ま
す
（
図
７
）。
集
成
材

や
Ｌ
Ｖ
Ｌ
と
て
、
大
断
面
の
線
材
で
あ
り
、
こ

れ
ら
は
こ
れ
ま
で
の
日
本
に
お
け
る
木
造
の
加

工
美
、
構
造
美
を
継
承
す
る
も
の
と
言
え
ま
し

ょ
う
。

と
こ
ろ
が
面
材
と
な
る
と
そ
う
は
い
き
ま
せ

ん
。
無
垢
材
で
面
材
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
一
枚

板
で
あ
り
、
木
目
の
美
し
さ
の
活
用
だ
っ
た
り
、

つ
ま
り
そ
れ
が
伝
統
木
造
の
イ
メ
ー
ジ
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
都
市
木
造
に
面
材
を
使
っ
て
建

築
す
る
と
な
れ
ば
自
然
の
木
を
使
う
こ
と
に
は

無
理
が
あ
り
、
合
理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
木
の
文
化
と
い
う
の
は
、

線
材
の
文
化
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
い
。

面
材
と
し
て
使
用
さ
れ
る
合
板
の
厚
さ
は
、

ふ
つ
う
30
ミ
リ
〜
50
ミ
リ
と
い
う
世
界
で
し

た
。
こ
こ
に
、
ひ
き
板
を
平
行
に
な
ら
べ
た
大

き
な
面
を
、
直
交
し
て
積
層
し
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
が
登

場
し
、
厚
さ
15
セ
ン
チ
〜
20
セ
ン
チ
と
い
う
厚

み
を
も
ち
、
さ
ら
に
幅
２
メ
ー
ト
ル
〜
６
メ
ー

ト
ル
と
い
う
、
厚
み
も
大
き
さ
も
あ
る
板
が
手

に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
線

材
で
構
成
さ
れ
た
軸
組
構
造
の
文
化
に
、
単
に

厚
く
大
き
な
面
材
が
加
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
に

と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
建
築
材
料
に
み
あ

っ
た
新
し
い
構
法
が
必
要
で
す
。
柱
梁
で
造
ら

れ
た
構
造
を
面
材
で
塞
ぐ
、
と
い
う
発
想
を
超

え
た
新
し
い
考
え
方
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

線
材
の
要
素
が
消
え
、
壁
と
も
柱
と
も
い
え

る
厚
く
大
き
な
板
を
使
っ
て
、
床
を
、
壁
を
、

ま
た
屋
根
を
構
成
し
、
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ

て
建
築
を
設
計
す
る
。
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
の
木

質
パ
ネ
ル
構
法
の
よ
う
な
線
材
と
の
組
み
合
わ

せ
、
あ
る
い
は
ラ
ー
メ
ン
構
造
の
よ
う
な
大
開

口
を
造
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
可
能
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
形
を
面
材
に
置
き
換
え
る
と
い

う
方
法
。
面
材
で
箱
の
よ
う
な
も
の
を
構
築
す

る
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
特
徴
を
活
か
し
た
使
い
方
に
は

写
真
に
示
す
よ
う
な
「
跳
ね
出
す
」「
重
ね
る
」

「
ず
れ
る
、
重
な
る
」。
あ
る
い
は
内
装
や
仕
上

げ
の
領
域
で
は
「
掘
る
」「
穴
を
あ
け
る
」
等

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
可
能
で
す
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
に

関
す
る
技
術
は
ま
だ
発
展
途
上
に
あ
り
、
可
能

性
を
拡
げ
て
い
く
た
め
に
今
ま
で
の
木
造
に
な

か
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
大
胆
に
発
想
し
て
み
る
こ

と
が
大
切
か
と
思
い
ま
す
。（
図
８
）

防
耐
火
・
耐
震
性
能

「
混
構
造
」の
自
在
性

都
市
木
造
で
避
け
ら
れ
な
い
課
題
が
防
耐
火

対
策
で
す
。
２
０
０
０
年
の
建
築
基
準
法
改
正

に
よ
り
木
質
材
料
を
使
っ
た
耐
火
建
築
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
野
外
に
暴
露
さ
れ
る
部
位
に

は
使
用
で
き
な
く
と
も
、
内
装
に
は
幅
広
い
活

用
の
仕
方
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
充
分
に
考

え
ら
れ
る
仕
様
は
、「
混
構
造
」
で
す
。
欧
州

で
は
強
度
性
能
や
耐
震
性
、
耐
火
性
な
ど
一
定

の
性
能
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
代
替
材
料
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
近
年
急
速
に
競
う
よ
う
に
し
て
木
造
の
中

高
層
建
築
物
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。（
図
９

／
10
）

欧
州
で
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
利
用
は
、
必
ず
し
も
Ｃ
Ｌ

Ｔ
構
法
だ
け
の
木
造
建
築
に
限
ら
ず
、
既
存
の

集
成
材
と
の
組
合
せ
や
、
木
造
で
は
な
い
Ｒ
Ｃ

造
や
鉄
骨
造
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
床
や
壁
を
貼
る
方
法

な
ど
多
種
多
様
で
す
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
構
法
は
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
（
Ｒ
Ｃ
）
造
と
比
較
し
て
軽
く
、

取
り
扱
い
安
い
た
め
工
期
の
大
幅
短
縮
が
可
能

で
、
Ｒ
Ｃ
造
と
同
程
度
の
コ
ス
ト
な
ら
木
造
を

選
択
す
る
方
が
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。（
図
11
）

コ
ル
ビ
ジ
ェ
の
ド
ミ
ノ
シ
ス
テ
ム
は
、
床
が

あ
り
、
柱
が
あ
り
、
階
段
が
あ
れ
ば
構
造
化
が

可
能
と
い
う
概
念
で
す
が
、
日
本
で
は
こ
れ
に

耐
震
性
能
も
加
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
下
馬

の
住
宅
は
、
厚
板
の
床
板
を
柱
で
支
え
な
が
ら
、

耐
震
要
素
と
し
て
斜
め
の
格
子
を
加
え
、
面
材

の
床
と
線
材
の
柱
に
線
材
の
耐
震
要
素
を
合
わ

せ
た
多
様
な
組
合
せ
の
一
例
で
す
。（
図
12
／

13
）Ｃ

Ｌ
Ｔ
で
コ
ア
を
つ
く
り
真
ん
中
に
大
空
間

を
つ
く
る
と
い
う
よ
う
な
大
規
模
建
築
。
あ
る

い
は
逆
に
セ
ン
タ
ー
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
コ
ア
を
設

け
、
周
り
を
柱
梁
で
つ
く
る
と
い
う
よ
う
な
木

造
の
混
構
造
も
可
能
で
す
。
線
材
と
面
材
と
を

区
別
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
二
つ
の
素

材
が
同
じ
木
の
材
料
と
し
て
入
手
可
能
と
な
っ

た
こ
と
で
、
そ
れ
を
ど
う
組
み
合
わ
せ
る
か
と

い
う
自
在
性
の
枠
を
も
っ
と
拡
げ
た
イ
メ
ー
ジ

が
求
め
ら
れ
ま
す
。（
図
14
）

こ
う
な
っ
て
く
る
と
日
本
の
伝
統
木
造
と
は

か
な
り
イ
メ
ー
ジ
が
違
っ
て
く
る
よ
う
に
、
私

自
身
も
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
愛
媛

県
宇
和
町
卯
之
町
の
町
並
み
で
す
。
本
来
、
漆

喰
の
防
火
壁
で
あ
る
卯
建
（
う
だ
つ
）
が
、
厚

板
面
材
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
木
造
防
火
壁
に
替
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
伝
統
木
造
の
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ

な
い
発
想
が
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、
こ
う
し
た

景
観
も
あ
り
得
る
と
い
う
一
例
で
す
。（
図
15
）

　
　
　

※

今
日
の
お
話
は
Ｃ
Ｌ
Ｔ
利
用
の
た
め
の
ほ
ん

の
概
要
に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
。
答
も
ま
だ
あ
り

ま
せ
ん
。
キ
ー
ワ
ー
ド
を
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
列

挙
し
て
み
れ
ば
、
線
材
と
面
材
、
箱
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
、
大
開
口
が
あ
り
、
張
り
出
し
た
り
、

ず
れ
た
り
、
重
な
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
面
材

な
り
の
表
現
、
接
合
金
物
の
検
討
、
パ
ネ
ル
構

法
的
な
組
立
て
解
体
、
線
材
と
面
材
と
の
、
あ

る
い
は
Ｒ
Ｃ
造
や
木
造
と
の
混
構
造
、
経
年
変

化
を
楽
し
む
よ
う
な
木
造
文
化
、
な
ど
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
新
し
い
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
時
代
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
得
て

つ
く
ら
れ
て
い
く
も
の
と
の
期
待
を
込
め
て
、

今
日
の
お
話
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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図13　下馬の住宅における面材と線材の組合せによる耐震構造

図15　漆喰の防火壁（うだつ）が厚板面材CLTによる木造防火
壁に置き換えられた町並み

図９　防火・準防火・法22条地域における建物規
模と耐火仕様

図14　線材と面材の組合せで、大空間を演出する

図８　CLTのパフォーマンス
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図11　
RC造＋木造の混構造の事例

図10　
木造における耐火構造

図12　下馬の集合住宅の外観
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